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                                                                 小島正憲 

１．フン・セン首相が勝利祝福、トランプ氏支持を公言 

１１／０９、米大統領選で、共和党候補のトランプ氏の当選が確実になったことについて、支持を公言していたフン・セ

ン首相は、自身のフェイスブックに勝利を祝福するメッセージを載せた。 フン・セン氏はトランプ氏への支持を表明後、

「独裁者」を支持するのかと批判を受けたと明かした上で「米国の有権者は私と同じように、あなたへの支持を示した」と

述べた。フン・セン氏は今月３日の講演で、実業家出身のトランプ氏について「ビジネスマンは戦争を好まない」と述べ、

当選すれば世界がより平和になるとの見方を表明していた。 

 

２．野党党首の再入国禁止、政府が入管に通達 

カンボジア政府は、フランスで事実上の亡命生活を続ける野党・救国党のサム・レンシー党首の再入国を認めないこ

とを決めた。同党首は政府の措置に反発、支持者に対し「2018 年に実施予定の総選挙までに帰国を果たす」と対立姿

勢を鮮明にした。同党首が搭乗した航空機の着陸禁止、着陸した場合は搭乗客全員を出発地へ強制的に送り返すほ

か、同党首が入国した場合は「あらゆる必要な措置」を講じるよう指示した。サム・レンシー党首は、政府の方針は「矛盾

だらけ」と反発。「私を有罪と判断するなら、まず本国送還を命じるべき」と述べた上で、「入国禁止は、フン・セン首相が

カンボジアでの私の政治活動を阻止することを狙ったもの」と主張した。党首は支持者に対し「帰国手段は空路だけで

はない。あらゆる手段を講じ総選挙前までに帰国を果たす」と強調。具体的な計画は明らかにしていないが「何らかの

方法で帰国を検討する」とコメントした。 

 

３．野党党首、名誉毀損で有罪＝首相ＦＢ批判で 

１１／０８、プノンペンの裁判所は、フン・セン首相のフェイスブック（ＦＢ）で「いいね！」が不正に水増しされていると

批判し、名誉毀損（きそん）の罪に問われた最大野党・救国党のサム・レンシー党首を有罪とし、罰金と賠償金計２５００

万リエル（約６５万円）の支払いを命じた。サム・レンシー氏は３月、自身のＦＢへの投稿で、フン・セン首相のＦＢの「いい

ね！」の数を増やすため、与党幹部の指示で偽アカウントを使った大掛かりな工作が行われたと主張。フン・セン氏が

世界各国の業者から「いいね！」を大量に買ったとも批判していた。サム・レンシー氏は昨年１１月に別の名誉毀損事件

で逮捕状が出されて以来、帰国できず、事実上の海外亡命生活を送っている。 

 

４．空港従業員が職務兼任に反発、ストを視野 

カンボジアの主要３空港を運営するカンボジア・エアポーツの従業員が、年末から２カ月間のストライキを実施する予

定だ。中止の条件として、経営陣が４年前に導入された契約条項を年内に見直すことを挙げている。労働者側が問題視

しているのは、各空港を対象にした「従業員は本来の職務以外の業務にも従事しなければならない」とした労働契約の

一条項。この規定に従って荷物の配達を命じられた旅客輸送の運転手が、これを拒否して解雇されたことから、労働者

側が反発を強めている。 

 カンボジア労働組合連合（ＣＬＣ）は、わずか月16米ドル（約1,670 円）の手当で職務の兼任を義務付けるのは不条理

と指摘。「約２カ月間経っても問題が解決されない場合は、主要空港で働く運転手や警備員、管制官など約 800 人が年

末から２カ月にわたってストを実施する」と強調した。一方、経営者側は、同規則の違反を理由とする労働者の解雇はカ

ンボジア仲裁評議会で認められていると指摘。「評議会の決定を労働者側が受け入れていないことは遺憾」と述べた。 

ただ、両者は歩み寄りを始めたばかり。ＣＬＣは「あくまでもストは最終的な手段。可能な限り、経営陣との話し合いで規

則の撤廃にこぎ着けたい」との見解を示す。カンボジア・エアポーツも、政府関係機関の協力などを仰ぎながら労働者

側と調停に向けた話し合いを進めたいとの意向を示している。 

 

５．今年は工場新設1 0 0 超、５ 万人雇用創出 

今年１～９月に 100 以上の工場が新設され、５万人以上の雇用が創出された。カンボジア工業・手工芸省の報道官

によると、116 の工場が新設され、５万 1,548 人分の雇用が創出された。工場の数は１年前から 11％増え、1,554 にな

った。報道官は「小規模の下請け工場が閉鎖した例はあるが、主要な工場は全て通常操業している」と述べた。カンボ

ジアでコカ・コーラを製造販売するカンボジア・ビバレッジ・カンパニーが首都郊外のプノンペン経済特区（ＳＥＺ）の新

工場を年内にも稼働させることに触れ、「年末にかけても工場の数は順調に増える」との見通しを示した。工場進出では、

米国の一般特恵関税制度（ＧＳＰ）の恩恵を狙うケースが多いとも付け加えた。同省によると、１～９月の中小企業の新規

登記は 260 社で、2,344 人分の雇用を創出した。中小企業の数は３万9,091 社、雇用数は 20 万人近くになった。 



６．ＩＴＤ、カンボジア鉄道南線の補修工事を受注＝３２０万ドル超 

１０／２５、タイ建設大手イタリアンタイ・デベロップメント（ＩＴＤ）は、カンボジア公共事業運輸省から鉄道南線の補修工

事を受注したと発表した。受注額は３２２万３４３３ドル（約１億１３６２万バーツ）。工期は２００日となっている。カンボジア

鉄道の南線は首都プノンペンと港湾市シハヌークビル間を結ぶ約２６４キロで、ＩＴＤは砂利を積み増すほか、老朽化し

た軌道などを修復する。イタリアンタイ社はタイの高架鉄道「スカイトレイン」の一部工事を受注するなど、タイ国内の鉄

道建設で実績がある。 

 

７．Ｓ Ｅ Ｚ 開発の紅豆集団、ゴム農園事業へ調査 

中国のホードー・グループ（紅豆集団）は、カンボジアでタイヤ用のゴム原料を供給するためのゴム農園投資に向け

て事業化調査（ＦＳ）を実施している。具体的な場所や農園の規模、投資額などは明らかにしていない。紅豆はカンボ

ジア南部にある同国最大のシアヌークビル港に近いシアヌークビル経済特区（ＳＥＺ）の開発・運営を主導。アパレル

を主力とする紅豆集団など江蘇省無錫市の民営企業４社と、カンボジア企業１社が出資する経済特区社を通じ、紅豆

集団は 85％を出資している。 

 

８．10/7 新最低賃金への不満、しかしストライキはせず 

縫製業労働者の来年の最低賃金が153ドルになってから1週間。

独立系の労働組合は昨日、「メンバーの多くはこの金額に満足して

いないが、道路を封鎖したり街中でデモを行ったりなどの活動はし

ない」、と話した。独立系労働組合は先週、自分たちの要求 171 ド

ルとは程遠い、たった 13 ドルの賃上げで終わったことに対してが

っかりだ、と言っていたが、しかし、賃金がこれで良いかどうかとい

う判断は労働者それぞれにしてもらう、と話した。 

Coalition of Cambodian Apparel Workers’ Democratic Union の

代表Ath Thorn 氏は、「約70%のメンバーがこの決定に不服だが、

これ以上に上がるという希望は持っていない。すでに決定された額ですから、仕方ありません。しかしその代わり、食べ

物や家賃の物価、電気代などを更に上げないようにしてほしいことと、労働者が賃金に加えインセンティブを少しでもも

らえるようにしてほしいことなどと政府に提案しようと思っています」と話した。また、Cambodian Alliance of Trade Unions

の代表Yang Sophoen 氏は、「私の団体のメンバーも、新賃金に関しては全く満足していません。私たちは当初の要求を

179 ドルで出し、その後 171 まで下げましたが、この妥協した額にも全く届いていません。私たちが何もしないのは、金

額を受け入れているからではなく、他に選択がないからです。もし自由に意見を表明できる機会をもらえるのなら、いく

らでもデモを行いたいところです」と話した。首都の Russey Kep 地区に暮らしている縫製業労働者に対して調査を行っ

たところ、多くの人々が賃金に不服で、家賃や食べ物の物価が上がっていることを訴えた。「生活に必要なものの全て

の値段が上がっています。上がるばかりで、下がることは決してありません。でも私たちの給料は、たった 10 ドル上がる

だけ。どうやって暮らしていけばいいのかわかりません」と、縫製工場で働く Chan Neary さんは話した 

 

９．10/11 スバイリエンで洪水、自治体が SEZ 運営本部を非難 

救国党の Ou Chanrith 氏は、スバイリエンにあるマンハッタン経済特区の運営側が、昨日意図的に排水システムを妨

害して、周囲に洪水をもたらしたとして非難した。「経済特区で排水がせき止められているようなので、その場所を調査し

に行きます。周囲の田んぼや道路が水で溢れかえってしまっています」と自身のFacebookに書き込んだ。バベットの議

員Seng Seyla 氏は、「水が詰まっている場所はありませんでした。田んぼと経済特区は配管がつながっていません」と話

した。しかし、「いま、マンハッタン経済特区の運営会社に、排水システムを周囲に解放して、田んぼからの水も流せるよ

うにしてほしい、と交渉しているところです」と話した。経済特区の運営本部代表Ken Lee氏は、「経済特区への被害を防

ぐために、一部灌漑システムをブロックしていたのは認めます。しかし完全にブロックしていたわけでなく、まだ水はある

程度流れこめる状態でした。しかし、私たちはまず管轄の地帯を守らなくてはいけませんから」、と話をした。また、「自

治体が排水システムをきちんとしたいと思うのであれば、近くの川と田園を配管でつないで排水システムを構築したらよ

いのでは、と提案しています」と話した。 

 

１０．10/12 マレーシア、移住カンボジア人への職種を増やす 

労務省の Ith Samheng 氏とマレーシア大使館員の Sri Hasan Malek さんが昨日、12 月に署名したマレーシアでの出稼

ぎ労働に関する覚書を改定し、カンボジア人が就業可能な職種としてさらに工場、建設、農業を加えることを発表した。

 



4 ヶ月前に、フン・セン首相はマレーシアのナジブ・ラザク首相に、もっと多くのカンボジア人に仕事を提供してくれない

か、と提案した。そして昨日のミーティングで、Samheng 氏と Hasan Malek 氏は、覚書の改訂版作成にあたっている専門

チームに対し、急いで作成するように、と促した。Samheng 氏は、「新しい覚書をなるべく早く実地させるため、どのように

カンボジア人をマレーシアで管理していくか、システム構成を早く終わらせるよう、お願いしました」、と話した。12 月に

調印された覚書では、2011 年以降禁止されていたマレーシアへのメイド派遣がまた再開することとなった。カンボジア

人メイドへの暴力が行われているという報告が多く寄せられ、うち何人かは死亡するに至ったためだ。人権団体 Central

の Moeun Tola 氏は、「覚書が、カンボジア人を守るためにどれほど力を発揮してくれるかはまだはっきりしていません。

今もアレーシアでメイドとして働いているカンボジア人は多く、彼女たちが人権を侵害されやすい状態にあるのでは、と

心配しています」、と話した。 

 

１１．10/12 バベット経済特区で縫製労働者が事故 

バベットのマンハッタン特別経済特区の工場で働く労働者たち

が乗った車が横転し、その際に乗っていた何人かが外に投げ出さ

れた。10人は重傷をおって、うち1人は頭に後遺症が残った。また、

51人は軽傷をおった。バベットの警察署長Chea Sina氏は「事故が

起こったのは朝 6 時半ごろ。不注意運転が原因です。スピードの

出し過ぎで車が滑って横転し、すぐにドライバーは逃走しました。

現在、彼を逮捕するために捜査をしているところです」と話した。 

怪我したうちのひとり Sam Chantha さんは、「最初は普通に走って

いたはずが、徐々に速度が上がって行きました。おかしいな、と思っていると、いつの間にか外に投げ出されていまし

た。私は少し怪我しただけですが、他の人たちの怪我を見てパニックになりました」と話す。国内 70 万人以上の縫製労

働者が、通勤の途中で交通事故に遭ってしまうことはカンボジアではめずらしくない。今年もコンポンスプー州で 2 件の

事故がおこり、5 人が死亡し 138 人が怪我をした。 

 

１２．10/13 地雷爆発、男性の右足が犠牲に 

クメールルージュ時代の地雷が爆発し、ウドンミエンチェイ州でタイ国境の警備にあたっていた警察官の男性の足を

吹き飛ばした。国境警察の Sum Saroeun さんによると、被害者の Eang Sodon さん 36 歳は、他の 4 人の警察、5 人の軍

人とともにパトロールをしていた際に、地雷 K58 を踏んだという。事故が起こったのは、かつてクメールルージュの拠点

となっていた場所だ。「彼が地雷を踏み右足が吹き飛ばされたのは、朝 8 時くらいでした。怪我をしたのは彼だけです。

警察官が地雷の犠牲になるのは、10 年ぶりです。彼はとてもかわいそうなことになってしまい、残念です。でも、国境周

辺をパトロールして警備にあたるのは我々の任務であり義務なので、パトロールをストップさせることはできません」と話

しをした。Sadonさんはタイの病院で治療をうけたという。先週、バッタンバンの Sangke地区では、多くの不発弾が発掘さ

れた。一方で、プーサットの Veal Veng 地区では、森でハーブを採っていた男性が地雷を踏み、右足がなくなった、アメ

リカは不発弾処理に取り組むために 190 万ドルの支援をカンボジアに約束した、また、日本政府も最近、83 万 3 千ドル

を支援している。 

 

１３．10/13 中国の習近平訪問、市内が警戒体制 

今日と明日の中国の習近平主席訪問に備え、合計 7000 人の警

察官が、プノンペン市内に配備され、万全の体制がとられている。

習近平主席が現在の地位についてカンボジアを訪れるのはこれ

が初めてで、フン・セン首相とノロドム国王と会う予定だ。国家警察

のスポークスマン Kirth Chantharith 氏は、「警官を総動員で配置し

ました。使節団の方々が、何のトラブルに見舞われることなく訪問

して行かれることを祈っています」と話した。プノンペン市議会のス

ポークスマン Mean Chanyada 氏は、「これは歴史的なイベントです。

昔に比べると、カンボジアも道路の状況も良くなっていますし街灯も増えています。しかし街の環境をより良く見せるた

めに、売春婦やホームレスの人々は取り締まりを行います」と話した。どういった取り締まりを行うのかは明らかにしなか

った。 

                                                                 以上 

                                                                      

 


